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います。これらの最先端の産業，
社会のニーズと私達の仕事が緊密
に連動しているのが実感としてわ
かります。
私は良く若い人たちに分析のプ

ロになれとハッパをかけます。そ
の心は、分析の専門知識、専門技
術を習得することは勿論のことで
すが、お客様がなぜこの分析を依
頼されるのだろう、対象の試料は
どのような背景のものだろうか、
分析の結果をどのように解釈すべ
きか、結果はどのようにお客様が
活用したのだろうかなど分析の前
後のプロセス全体を考える技術者
になってほしいという願いを込め
ています。
一方、若い人達にとって日々の業
務が忙しく、それどころではないと
いうのが実感かも知れません。若い
人達がじっくり考えながら仕事がで
きる仕事のし方、経験豊富な熟練技
術者と若手技術者がワイワイがやが
や出きる現場の環境をさらに発展さ
せたいと考えています。
経営方針に「私達は分析サービ

ス業として独自の産業文化を創生
します」という項目があります。
分析という専門技術でお客様が必
要とする情報を生み出す当社の仕
事はさらに大きな発展が期待でき
ます。この発展を支えるのは若い
技術者達です。若い熱血漢がどん
どん成長していってほしいと願っ
ています。

やさしく差
し込む朝日、
さわやかな寒
気、ほのかに
漂うコーヒー
の香り。7時
半からお昼前
まで報道番組

からながれる政治家、評論家のデ
ィベートを耳にしながら、新聞各
紙を隅からすみまで目を通す事が
出来る日曜日の朝は、私にとって
最も贅沢な時間帯の一つです。
中でも、日本経済新聞の日曜版

に連載の浜松医科大学大原健士郎
名誉教授のエッセイ「ちょっと気
ままに」は楽しみでした（過去形
になったのは、3月でエッセイが終
了したためです）。病院の先生達の
様子、お孫さん達のお話、奥様と
踊った「ラストダンスを私に」の
思い出など心温まる話題があふれ
ています。精神科医でいらっしゃ
る教授のエッセイは、優しいまな
ざしで何気ない日常を観察された
心にしみる内容です。
その中で「漫画の中の熱血漢」

と題されたエッセイは漫画に対す
る私の考えを大きく変えるもので
した。そのエッセイを教授の文章
を一部引用させていただきながら
簡単にご紹介します。病院の先生
の中で医大の助教授まで勤めた後
に、週一回教授の病院で勤務して
いる眼科の先生との交流のお話で

す。「レストラン山猫亭や『いわて
銀河鉄道』などの花巻の世間話か
ら始まったお付き合いですぐに仲
良しとなった。ある日、眼科の先
生が『ブラックジャックによろし
く』（講談社）という漫画本数冊を
持ってきて、ぜひ読むようにと勧
められた。この年になって漫画を
読む気になれず、迷惑だった。眼
科の先生が『この本は八百万部売
れ、たいていの医者は読んでいる』
というので周囲の若い医者に聞い
てみると知らないのは自分だけだ
った。眼科の先生は漫画を読んで
は涙を流すそうである。お義理で
漫画を読み始めた。主人公の研修
医はいく先々でトラブルを起こす。
正義感で熱血漢。わき目もふらず
に患者本位の道を突進していく。
久しぶりに良い漫画を読んだ。こ
んな漫画が広く医者にも読まれる
とは現代医学も捨てたものではな
いと思った」という内容です。
教授のエッセイを読んで、慌て

てこの漫画シリーズを買いに出か
けますと、すでに8シリーズまで出
版されていました。私も涙しなが
らこの漫画シリーズを読み進みま
した。漫画でこれほど迫力ある心
理描写が出きるとは思いも拠らな
かったです。
新聞には、最先端の技術開発の

記事、地球環境問題さらに最近で
は食の安全・安心など様々な技術
テーマ，社会問題が毎日あふれて
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SCAS NEWS 2004-Ⅱ号をお届けいたし

ます．本号では，東京理科大学理学部応用化

学科の中井泉先生に「不純物から過去を読む」

と題して巻頭言を賜りました．分析を業とし

ている弊社にとって示唆に富むご提言をいた

だきました．また，人の健康をテーマにし，

編 集 後 記千葉事業所と愛媛事業所は，ISO
17025に基づく認定事業所で，
環境分野や化学工業製品分野な
どにおける特定項目の認定を受
けております．
千葉事業所の認定番号：JCLA1
愛媛事業所の認定番号：JCLA5

当社事業所はISO-9001およびISO14001の審査登録
も受けています．
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：医薬品GLP
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東邦大学薬学部の米持悦生先生から「医薬品

原薬及び製剤のバルク状態分析の重要性」に

ついて紹介をいただきました．今後も，お客

様の期待に応えられるよう最新情報を提供し

ていきたいと考えていますので，ご愛読のほ

どよろしくお願い申し上げます．


